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を通じて、前章のロスコ作品の分析と共通する隻眼のモティーフに加えて、神話の英雄テセウスによる迷宮
の探検が特権的モティーフとして現れていることに注目する。筆者はこの英雄のモティーフを、周囲の無理
解と嘲笑のなかで毅然として独自の表現を探求していく「英雄的芸術家」のメタファーとしてとらえ、その
論拠として、同時代の批評家たちによる嘲笑的な批判と、そうした批判に対するゴットリーブらによる応答
を丹念に跡付けている。 
第五章では、ニューヨークに本拠を置く画家たちとはややスタンスを異にする西海岸の画家トビーを取り
あげ、東洋美術とシュルレアリスムの双方から示唆を受けて描かれた彼の先駆的なオールオーヴァー作品を
紹介している。この章と緊密に連続するかたちで、続く第六章では、オールオーヴァーを共通項とするトビ
ーとポロックに対して、ある時期から批評家クレメント・グリーンバーグが示した対照的な評価が分析対象
となっている。いうまでもなくグリーンバーグは、大戦後に「抽象表現主義」というアメリカ独自のアヴァ
ンギャルド芸術が高い評価を獲得する上で大きな影響力を発揮した批評家であるが、1940年代後半から、ポ
ロックの作品を力強さとスケールというアメリカ的特質の体現として称揚するなかで、トビーの繊細なスタ
イルを対比的に批判する態度に転じている。筆者はこの現象を、オートマティック・ドローイングを共通基
盤として成立してきた二人の画家のオールオーヴァー的手法を、「アメリカ的特質」というバイアスのもとで
選り分ける態度として解釈し、やがて抽象表現主義と称されることになる一定の様式的方向性を成立させる
ためのモーメントととらえている。 
以上のように本論文は、アメリカにおける抽象表現主義の成立過程を包括的に論じたものではなく、シュ
ルレアリスムの受容とその変容、およびその過程で働いた「アメリカ独自のモダン・アート」の希求という
要因を軸として、ひとつの歴史的解釈を提示したものである。アメリカで戦前の一時期にシュルレアリスム
の強い影響があったことはすでに常識に属する一方、本論文の特徴と独創性は、その「影響」の内実により
深く目を向け、シュルレアリスムに由来する造形的要素が選択的に変容をとげ、アメリカ独自の状況のなか
でのちの抽象表現主義に集約されていくプロセスをたどろうとした点にあるといえる。当然ながら、論述の
不十分な点もないわけではなく、たとえば分析対象とする時代が第二次大戦と重なっているにもかかわらず、
大戦のインパクトに関する考察（たとえばロスコやゴットリーブのようなユダヤ系芸術家のケース）はほと
んど行なわれていない。とはいえこうした側面は、問題の性質上、作品の造形との関連を実証的に論じる上
で依拠し得る具体的な証言や史料に乏しいことを考えれば、今後の課題とすることもいたし方ないであろう。
全体として本論文の議論のトピックは選択的であるが、その論旨は緻密な作品観察と同時代史料の丁寧な読
み取りに裏付けられており、抽象表現主義の成立前史に対する有効な貢献として十分な評価に値する。 
